
提 供 日 2026/09/10

タイトル 静岡県結核予防会が複十字シール運動PRのため副
知事を表敬訪問

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7272

１　趣　旨
　令和８年８月１日から12月31日まで行われる複十字シール運動の活動報告等のた
め、(公財）静岡県結核予防会及び静岡県結核予防婦人会が塚本副知事を表敬訪問し
ます。

２　訪問概要
（１）　日　時　：　令和８年９月15日（火)　10時00分～10時20分
（２）　場　所　：　静岡県庁　東館５階　副知事室   
（３）　訪問者　：　(公財)静岡県結核予防会　理事長　　萩原　信幸　
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　常務理事　神山　正之
　　　　　　　　　　静岡県結核予防婦人会 　 会長   　 井出　和子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　　小木　絹代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　　原　孝恵　　※敬称略
（４）　内　容　：　活動報告及び記念撮影

３　複十字シール運動の概要
区分 内　容

活動団体 公益財団法人静岡県結核予防会、静岡県結核予防婦人会
運動期間 令和８年８月１日～12月31日

内容・目的

◎複十字シールを媒体とした募金活動
結核や肺がん・ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）を含む胸部に関する疾患
をなくして健康で明るい社会を作るため、病気に対する知識の啓発と予
防意識の高揚を図る

募金方法 ・学校や事業所等での募金活動、街頭キャンペーン等
・個人、法人等からの郵送による募金

使途
１結核予防の教育広報費（結核予防全国大会研修会、広報等）
２結核調査研究費
３国際協力費（開発途上国への結核対策援助）　等

実績

年度 募金額（円） 全国順位
うち結核予防婦
人会実績（円） 全国順位

令和７年度 2,995,839 7 2,205,584 4
令和６年度 3,111,314 8 2,340,641 4
令和５年度 4,415,394 6 3,075,363 4

活動内容

９月24日（木）
～９月30日（水）　結核・呼吸器感染症予防週間
　　　　　　　　　関係機関、静岡鉄道（株）のバス窓上・電車内に
　　　　　　　　　ポスターを掲示
９月26日（土）　　複十字シール運動キャンペーン実施
　　　　　　　　　静岡駅北口地下広場しずチカイベントスペース
９月27日（日）　　静岡市ふれあい健康増進館ゆらら健康まつり参加
10月10日（土）　　伊豆市社会福祉大会参加



１. 要 旨

「複十字シール運動」を広く県民に普及するため、副知事表敬訪問を行います。

「複十字シール運動」は、公益財団法人結核予防会（総裁：秋篠宮皇嗣妃殿下）が全国的に実施する

複十字シールを媒体とした募金活動や普及啓発活動です。結核まん延国に対する国際協力及び、結核や

肺がん・ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）を含む胸部に関する疾患をなくすことを目的とし、健康で明る

い社会を作るために実施している運動です。

・複十字シール運動期間 8月1日（金）～12月31日（水）

2. 概 要

（1） 日 時 ： 令和８年9月１５日(火) 1０時００分～1０時２０分

（2） 場 所 ： 静岡県庁 東館５階 副知事室

（3） 訪問者 ： 静 岡 県 結 核 予 防 会 理 事 長 萩原 信幸

常務理事 神山 正之

静 岡 県 結 核 予 防 婦 人 会 会 長 井出 和子

副 会 長 小木 絹代

副 会 長 原 孝恵

3. 本県の複十字シール運動活動実績と今年度の目標

静岡県結核予防会と静岡県結核予防婦人会を中心として募金運動を実施しています。

静岡県の募金総額及び全国での順位は、静岡県結核予防婦人会の多大な尽力もあり、下記のとおり常

に上位となっていますが、婦人会組織の減少などにより年々募金額が減少傾向にあります。今回の表敬

訪問により、運動を広く県民に普及し、令和８年度は1,981千円を目標に活動を実施します。

記

過去5年間の静岡県の実績金額と全国順位

年 度 静岡県 順位 内結核予防婦人会実績 順位

令和 ７ 年度 2,995,839 ７ 2,205,584 ４

令和 ６ 年度 3,111,314 ８ 2,340,641 ４

令和 5 年度 4,415,394 ６ 3,075,363 ４

令和 4 年度 4,391,728 7 3,469,818 4

令和 3 年度 4,404,449 7 3,374,320 4

結核とたたかうシールぼうや

提 供 日 令和８年９月１０日（木）

タイトル 複十字シール運動開始にあたっての県副知事表敬訪問

担 当 公益財団法人静岡県結核予防会

連 絡 先 ℡054-261-2512 大澤



4. 令和８年度複十字シール運動・普及啓発活動内容

・８月１日(金)～12月31日(水) 複十字シール運動期間

・９月24日(木)～９月30日(水) 結核・呼吸器感染症予防週間

① 関係機関、静岡鉄道㈱のバス窓上・電車内に結核・呼吸器感染症予防週間ポスターを掲示

② 静岡県富士山世界遺産センター及び静岡市庁舎本館ライトアップの実施

・９月26日(土) 複十字シール運動キャンペーン実施

静岡駅北口地下広場しずチカイベントスペース

・９月２７日(日) ゆらら健康まつり参加

・10月 10日(土) 伊豆市社会福祉大会

5. 結核の現状（令和 6 年統計）

（1）新登録患者数 世界：約1,070万人 日本：10,051人 本県：249人

（2）結核死亡者数 世界：約123万人 日本：1,462人 本県：40人

結核は日本で最大の感染症のひとつです。最新の統計において罹患率は人口10万人あたり８.1

と、結核低まん延の水準を維持していますが、新登録患者数全体の60.1％を70歳以上の高齢者、

20歳代の新登録患者のうち90.0％を外国出生者が占めており、その対策が重要な課題となってい

ます。今後も結核の根絶に向けて対策の手を緩めることなく、一層の推進を図ることが求められて

います。

＜2026年複十字シール＞

テーマ：「スポーツと健康」

複十字シールには、健康を願うメッセージが込められています。

日本のスポーツは歴史や文化と関係しています。子供の頃は、遊びや体育の授業を通して様々

なスポーツを経験し、相手を尊重し合うフェアな考えを学びました。世代を超えても、体を動

かすことは人々の心の健康と喜びにつながっています。


